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次の市議団ニュースは 5月 19日に発行します

　2023 年度、さいたま市の職員総数 2万
1304人のうち正規職員は9782人。半数以上
が非正規職員で、そのうち4116人が会計年
度任用職員、7406人は特別職非常勤（退職者
等）でした。定年延長により、特別職非常勤は
前年に比べて1000人以上増えました。
　ここでいう会計年度任用職員とは、地方公務
員法の改正にともなって2020年に導入され
た非常勤職員の制度です。法改正により、従来
の非常勤職員・臨時職員・パート職員は会計年
度任用職員へと移行しました。勤務形態はフル
タイムおよびパートタイム等、時間も日数も時
給（1000円台から5000円台）もさまざまで
す。任期は基本１年、まさに会計の年度ごとの
入れ替えですが、継続的な業務の場合には、続

けたければ公募に応募するしくみです。
　さいたま市では最長5年継続されます。民
間の非正規労働者は5年働いたら正社員にな
れますが、公務の会計年度任用職員はどんなに
働いても常勤になることはありません。

優秀な職員でも「雇い止め」

　市は2023年度、前年度から継続して採用
された会計年度任用職員のうち167人に対し
て「2024年度採用なし」という通知を出しま
した。要するに「あと1年で雇い止め」とい
う宣告です。
　この通知を受け取った会計年度任用職員の方
から、とばめぐみ市議に相談がありました。「担
当している業務は続いており、任期5年に達
していない。意向の確認もない。なぜ『採用なし』
なのか」と。この方は、ひとつの事業を任され、
なけなしの予算を駆使してすばらしい事業を4
年間、責任をもって続けてきました。事業自体
は来年も続くのに、市はこの事業のほかに業務
をつけ足し、「業務内容が変わった」という理
由で「採用なし」の通知を出しました。もし続
けたいなら公募に応募しなさいというもので

す。この方は応募し、勤務評価が「A」である
にもかかわらず「不採用」でしたが、国の通知
に従ってほかの採用を紹介するところまで進ん
できました。
　これを受け、とばめぐみ市議は2月議会の
総合政策委員会でこの問題をとりあげ、国は「採
用なし」を通知する場合には本人によく説明す
ることを求めている、と紹介。日本共産党国会
議員団も全国の雇い止め問題を厳しく追求して
いることからも、市は雇い止めをやめて当事者
とよく話し合うことを求めました。
　雇い止めは収入を失うことになります。来年
自分の仕事があるのかないのか、多くの会計年
度任用職員が不安を抱えて働いています。まさ
に公務労働の調整弁。そのほとんどが女性です。

常勤職員と同じように
遡及支給を実施せよ

　日本共産党国会議員団は、常勤職員と同じよ
うに給与改定をおこなうこと、国がその財政措
置を取ることを求めてきました。
　国としても2023年度の人事院勧告を受け
て、「給与改定をおこなう場合は実施期間も含
めて常勤と同じように支給すること、所要額は
国が補正予算を組んで対応する」旨をくり返し
通知しています。とば市議も、2月議会の予算
委員会などで「遡及支給」の問題をとりあげま
した。
　昨年11月には、会計年度任用職員に対して
常勤職員と同じように遡及支給をおこなう自
治体は3割程度でした。しかし、12月 27日
に総務省から「会計年度任用職員制度の適正
な運用等について」という会計年度任用職員の
処遇に特化した詳細な通知が出されたことに
よって、年明けには多くの自治体が遡及支給
に踏み切り、6割を超える自治体に広がりまし

た。12月 27日の通知は、全国の会計年度任
用職員が立ち上がり、「STOP！三年公募制！
STOP！会計年度任用職員制度！STOP！女
性差別！」をスローガンに、何度も何度も院内
集会や学習会や抗議行動を重ねてきたことで出
させた通知です。
　本市は「会計年度任用職員の働き方はさま
ざまで、給与計算が複雑で大変」「給与改定に
よって、課税されてしまう会計年度任用職員
もいる」などとして、「会計年度任用職員には
2023年 4月の遡及支給はおこなわず、2024
年 4月から給与改定」の姿勢を変えませんで
した。その結果、会計年度任用職員の給与改定
は常勤職員の給与改定から丸1年、遅れるこ
ととなりました。年明けに遡及支給を決めた自
治体が倍以上に増えたのは、その複雑な計算を
乗り越えて、常勤と同じように賃上げを保障す
るためです。さいたま市にもできないはずはあ
りません。
　これらはいずれも「女性に経済的自立は必要
ない」と言わんばかりに低賃金で非正規公務員
の職を担わせてきた構造的な問題です。とば市
議は「本来、自治体はジェンダー格差を解消す
る旗を振るべき。公から真っ当な雇用をつくっ
ていかなければ困るのは市民。男女平等社会の
実現のためにも、今こそ政策転換を」と求めて
います。党市議団は今後もこの問題をとりあげ
ていきます。
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6月議会のおしらせ
　6月5日（水）から6月28日（金）
まで、6月議会が開かれる予定です。請
願のしめきりは 5月28日（火）午後
5時です。請願の提出には紹介議員が必
要です。お気軽にご相談ください。
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次の市議団ニュースは 5月 19日に発行します

　さいたま市立病院（緑区）に隣接する公立の
高齢者福祉施設きんもくせい・ぎんもくせい（グ
リーンヒルうらわ）の廃止に対し、利用者やそ
の家族から廃止反対の声があがっています。昨
年11月に清水市長も出席した都市経営戦略会
議で方針を決定し、2月に議会へ報告。直後か
ら利用者説明会が開催されました。
　グリーンヒルうらわは通所のデイサービス
（きんもくせい）、居住施設のケアハウス（ぎん
もくせい）などあわせて約150人が利用。市
は老朽化や民間参入が進んでいることを理由
に、デイサービスは2025年度、ケアハウス
は2030年度に廃止すると説明。市議団には
廃止を知った市民から「ようやく入れたのに来
年出て行けなんてひどい」「終（つい）の棲家
と思っていたのに突然の廃止に怒りがわく」と
いった声が次々と寄せられています。
　松村としお市議は2月議会の予算委員会で

　3月30日、北区のプラザノースで2月議会
報告会が開催されました。6人の市議全員が参
加し、2月議会でとりくんだ内容について報告
をおこないました。
　はじめに、代表質問にたった松村としお市議
から、さいたま市の予算から見えてくる都市開
発優先と福祉削減の特徴などについて報告があ
り、次に同じく代表質問にたったたけこし連市
議から、与野中央公園5000人アリーナ計画
での周辺住宅への被害とその補償についてなど
の報告がありました。
　続いて、久保みき市が高齢社会における地域
公共交通特別委員会での議論を紹介しながら、
党市議団の公共交通政策について報告し、池田
めぐみ市議が能登半島地震の教訓を生かすよ
う求めた市の防災対策と、2月議会で可決され
たインターネット安心利用条例の経緯と期待
される効果について報告しました。とばめぐ
み市議からは会計年度任用職員の問題につい
て、党国会議員団と連携しながら課題解決にと
りくんだ事例を報告。最後に金子あきよ市議か
ら、北区の独立行政法人地域医療機能推進機構
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質問。市は「老朽化」といいながら、2018年
に修繕費22億円と計算したのみで、「民間で
できるところは民間に任せる」との答弁を繰り
返しました。これでは「住民福祉の増進を図る」
（地方自治法第2条）地方自治体の役割からか
けはなれていると言わざるを得ません。
　松村市議が「突然廃止を知らされ、怒りの声
が寄せられている。唐突で説明不足ではないか」
と質したのに対し、高齢福祉課長は「いたずら
に長く不安を与えることのないよう、説明は控
えてきた。唐突感があって、不安に思われたと
ころは我々としても心苦しいが、方向性が決ま
ったので説明した」と答弁。松村市議は「利用
者の立場に立っていない。事業継続を求める利
用者の声を受けとめて、もう一度検討すべき」
と迫りましたが、市は「このまま進めたい」と
答弁するばかりでした。
　4月 12日にはケアハウスの入所者が白紙撤
回などを求める要望書を市に提出。25日に利
用者や家族有志が存続を求める署名を市に届け
ました。住まいも介護も福祉であり人権です。
一方的に廃止を進めるのではなく、利用者の声
に耳を傾け、存続の方策を検討すべきです。

（JHCO）跡地利用の方向性とその課題につい
ての報告がありました。
　各市議の報告後には、さまざまな質問が出さ
れ、それぞれに市議が答えていきました。参加
した市民からは「党市議団の奮闘ぶりが伝わっ
てきた」「さいたま市の抱える問題がよくわか
った」「空白区でも議員を身近に感じられる機
会になった」などの感想が寄せられています。
　松村市議は「市内で党市議のいない行政区が
4つ（北区・大宮区・西区・岩槻区）あり、そ
こについては市議団で市政報告会をおこなうと
決めてから1年が経過し、4行政区をまわる
ことができた。どの行政区でも市政報告会に積
極的に市民が参加してくれており、市政を身近
に感じてもらっている。引き続き、新年度も市
政報告を続けていきたいと思う」と話しました。

　2023年度、さいたま市は犬猫の殺処分ゼ
ロでした。2021年に初めてゼロになって以
来、3年連続のゼロです。
　約 15年前までは、さいたま市では年間
300頭以上の犬や猫を殺処分していました。

このことに問題意識をもった久保みき市議は
「殺す予算から生かす予算に変えるべき」と
議会で求め続け、処分数は徐々に減少。つい
に2021年にゼロになりました。今後も殺
処分ゼロが続くよう、とりくんでいきます。

33年連続年連続 犬猫の殺処分ゼロ 犬猫

2月議会報告会

市政をもっと身近に


